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要　旨　　頭蓋骨折と思われる傷痕を有するインカ時代ペルー 先住民のＴｒｅｐａｎａｔｉｏｎ（頭蓋穿孔）施術頭蓋

３例を観察し ，骨折痕と頭蓋穿孔の関連について考察した ．頭蓋穿孔痕は，一例は骨折受傷部と異なる部位

に， 残り２例は骨折受傷部に」致して存在した ．これらの観察から得られた所見は，頭蓋穿孔が何らかの治

療的意図を持って骨折痕に対してとられた処置であることを示唆する ．すなわち ，特にインカ時代は戦闘行

為による頭蓋骨折発牛頻度の高い時期であり ，当時人々は頭蓋穿孔が骨折受傷後の状態や予後の改善に有効

であることを経験的に認識していたと考えられる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大学医学部保健学科紀要１５（２） １１３ －１７ ．２００２

Ｋｅｙ　Ｗｏｒｄｓ ペルー人骨，頭蓋穿孔術，頭蓋骨折，治療法，インカ時代

　Ｔｒｅｐａｎａｔｉｏｎ（またはＴｒｅｐｈｉｎａｔｉｏｎ；以下 ，頭蓋穿孔

術）は ，有史以前から世界中の多くの地域で行われてき

た原初的な開頭乎術である ．この外科手術が，特に古代

アンデスにおいて ，人工頭蓋変形の奇習とともに ，盛ん

に行われた事実は，紀元前数百年のプレインカ時代から

紀元１５，１６世紀のインカ時代に至る多くの遺跡から出土

した人骨の調査から明らかになっているＨ＝ 頭蓋穿孔

の意義，地域 ・時代差および術式などの研究は ，考’占学

や人類学はもとより ，現代脳外科手術との関連から臨床

医学的にも注目され，多くの研究がなされてきた
ヨ■’ 丁」

しかし ，頭蓋穿孔のＨ的が，医療行為によるものか，あ

るいは儀式や呪術行為によるものか，という根本的な問

題については ，未だ意見の一致を見ていない川＝ 例え

ば， Ｃａｍｐ川ｏ’■ は， 手術例の多くに儀式的行為を示唆す

る所見が認められることなどから ，頭蓋穿孔のＦ１的はお

そらく今円考えられるよな医療行為ではないと結論づけ

ている ．一一
方， 多くの研究者は，頭蓋穿孔は外傷，骨折

，

頭蓋 ・頭皮の感染症，てんかん，頭痛などの治療のため

に行われたと考えているＨ「 頭蓋穿孔の目的は ，時代

や地域によっても異なると考えられ，Ｓｔｅｗａｒｔは ，特に

ペルーの頭蓋穿孔は，頭蓋骨折による脳圧迫の緩和と深

く関係している ，と述べている
ヨ」

　今回 ，著者はペルー国立考古学人類学歴史学博物館に

おいて頭蓋穿孔を施されたペルー先住民の頭蓋を観察す

る機会を得た ．その巾から ，特に骨折所見を有する頭蓋

３例について報告する

資料および所見

　１９１４年および１９１５年に工一ル大学学術調査団によっ て

ペルーのクスコ 北西部ウルバンバ川（Ｕｒｂａｎｎｂａ　ｒｉｖｅｒ）

流域の遺跡群が調査され，多数の人骨およびミイラが発

見された ．発掘報告書は ，１９２３年 ，ＭａｃＣｕｒｄｙによっ

て公にされている
］口＝

今回の資料はこの調査時に出土し

た頭蓋の一部で，現在，ペルー国立考古学人類学歴史学

博物館に保管されている ．資料の年代はインカ期と考え

られる

　頭蓋１（図１Ａ，Ｂ ，Ｃ）

　頭蓋は，全体として大柄，頑丈な熟年男性の特徴を示

す． 人丁変形は見られない．頭蓋穿孔痕は ，右前頭部の

冠状縫合近くに！個，右頭頂部で，冠状，矢状両縫合の

角（ブレグマ部）に近接して１個，計２個認められる

前者の孔径はおよそ１９×１３ｍｍ ，後者のそれは２７×２４

ｍｍのほぼ楕円形である ．穿孔の外周は約１０ｍｍ程度の

骨再生帯が取り囲み，孔辺縁は鋭利で，複数の鯨状の小

突起を伴 っている ．これらの所見は，穿孔部の骨再生過

程が長期にわたっ て行われたことを示している ．さらに
，

頭頂部穿孔と ，矢状縫合を隔ててほぼ対称的な左頭頂骨

外板表層に ，広範なｐｏｒｏｔｉｃ 変化が認められる（図！Ｂ）

多分，外板損傷の骨再生像と考えられるが，これが事故

や外傷によるものか，あるいは頭蓋穿孔に関係した意図

的なものであるかは ，不明である ．また ，眉間上約２

Ｃｍで正中よりやや右側に１個，さらにその上方の前頭

骨メトピオン付近に１個，計２個の骨折治癒痕が認めら

れる（図１Ａ矢印） ．眉間上の骨折痕は辺縁不規則な小

長崎大学医学部保健学科理学療法学専攻

ペルー国立考’占学人類学歴史学博物館

佐賀医科大学解剖学教室

長崎大学医歯薬学研究科発生分化機能再建学講座

一１３一



加藤　克知　他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図１ ．頭蓋１（男性）

Ａ：前頭部の陥没骨折（矢印） ，前頭部と頭頂部の穿孔を示す
Ｂ：穿孔周縁に，高度の骨再生変化と鯨状の突起形成が認められる

Ｃ：左眼窩上外側から外側領域にかけて骨にまで及ぶ広範な外傷痕（矢頭）が認められる

孔を有し，メトピオン部の骨折痕は完全に塞がってピ ッ

ト状に陥凹している ．いずれもかなり骨再生が進んでお
り， 受傷後長期の年月経過を思わせる ．これらは ，その

形状から ，多分ポイント状武器の打撃による陥没骨折治

癒痕と考えられる ．また ，左眼窩外側上縁から外側縁に

かけて ，骨にまで達する比較的広範な外傷痕跡が認めら

れる（図ユＣ，矢頭） ．これらは ，上記骨折受傷と同時で

ある可能性が大きく ，多分戦闘などの暴力的行為による

受傷と考えられる ．骨折や外傷受傷と頭蓋穿孔時期の前

後関係の決定は難しいが，骨再生の状況から両者がおお

むね同時期頃と推測すれば，比較的規模の大きな頭蓋穿

孔の傷を抱えた状態での戦闘行為は常識的ではない．む

しろ ，骨折および外傷受傷後，その後遺症状の緩和など

何らかの治療的意図を持った頭蓋穿孔と考えた方が合理

的である

　頭蓋２（図２Ａ，Ｂ）

　頭蓋は，女性で壮年期後半の特徴を示す ．わずかに円

錐型頭蓋変形の痕跡が認められる ．左頭頂結節に相当す

る部位に ，鈍円三角形を呈する大きな骨欠損部（穿孔）

がある 、穿孔縁は鋭く ，孔周辺には，後述の炎症性病変

治癒像も含めて骨の再生所見が認められる ．孔縁からは

３条の骨折線（図２Ｂ，矢印）が放射状に走り ，内一条

は解放したまま鱗状縫合まで及ぶ．この事からこの骨欠

損部は骨折部位に施術された穿孔痕で，骨折時の破砕骨

片は ，多分受傷後の穿孔術処置により完全に除去された

と推測される ．また ，穿孔の上方には骨表面の粗造が広

範囲に認められる ．これは受傷後の感染性骨炎および骨

膜炎による変化である

　頭蓋３（図３）

　頭蓋は熟年男性の特徴を示す ．顔面部はほとんど欠損

する ．脳頭蓋には，軽度の円錐型頭蓋変形が認められる

左眼窩外側上部で，前頭骨頬骨突起の直上にほぼ円形で

およそ３０ｍｍ径の穿孔が認められる ．穿孔の下端から眼

窩縁に向か って（図１Ａ，矢印）１Ｏｍｍ程度の骨折線と

考えられる破線が走 っている 、この事からこの穿孔は
，

多分陥没骨折に対して行われた処置と推測される
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ペルー 先住民の頭蓋穿孔（Ｔｒｅｐａｎａｔｉｏｎ）

　　　　　　　図２ ．頭蓋２（女性）

Ａ：左頭頂結節相当部にみられるほぼ鈍円三角形の穿孔を示す

　穿孔縁から下方に斜め前に走り鱗状縫合に至る骨折線に注

　目
Ｂ１ 穿孔痕の拡大写真，周縁には骨再生像が認められる ．穿孔

　上方の広範な骨表面粗造部は，感染性（骨炎〕の変化と考
　　えられる ．矢印は骨折線を示す

ＭａｃＣｕｒｄｙの報告書の中では ，穿孔術後直ちに死亡し

たらしいと記載されている ．しかし ，穿孔周辺を注意し

て観察すると　（図３Ｂ） ，周縁の外板表屑には軽度の
ｐｏｒｏｔｉｃ 変化がみられ，また板間層や内板縁は平滑であ

り， これらは多分骨再生を示す変化であろう ．ただ，骨

折線の状態からみて ，穿孔術後生存期問は長くないと思

われる

考　　察

　インカ時代は，インカ帝国のアンデス統一事業と関連

して ，実に車事的色彩の濃い時代であ った ．戦闘には
，

ｍａｃａｎａ あるいはｐｏｒｒａとよばれる武器が使用された

（図４） 、これらの武器は，石製の尖頭器を先端に付けた

梶棒で，相千を打撃するのに用いられた
〒」

この時代の

　　　　　　　図３ ．頭蓋３（男性）

Ａ１顔面部が欠損した頭蓋側面観．左前頭部から側頭部にかけ

　て見られる穿孔痕を示す．穿孔縁から眼窩上縁に向かって

　走る骨折線（矢印）が認められる ．

Ｂ：穿孔部の拡大写真，穿孔周縁にはわずかながら骨再生反応

　が認められる

頭蓋骨折など頭蓋外傷の頻度は高く ，それらの多くは男

性に ，そして前頭部や頭部左側に多発する傾向がみられ

る． つまり ，このことは，当時の戦闘において ，右利き

の敵が用いる打撃武器による受傷と関連するという ’川「

頭蓋骨折に対する治療目的と思われる頭蓋穿孔術は ，過

去の報告によれば施術例全体の２８％～４６％と高率に見ら

れる
日」

陥没骨折を含む頭蓋骨折後には ，…’般に脳圧迫

症， 外傷性てんかん，頭痛などの続発が知られており
，

頭蓋穿孔術は，頭蓋骨折部の破砕骨片除去を目的とした
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　　　　　　　図４ ．古代ペルーの武器

良く磨かれた星形の石器中央部の穴に ，長い棒を差し込んで打
撃武器として用いる ，（ペルー国立考古学人類学歴史学博物館
所蔵，展示晶）

他に ，骨折後の脳圧上昇など後遺症状の緩和を目的とし

て適応された可能性は高い ヨ川

　今回，著者は，インカ時代の頭蓋骨折を伴う頭蓋穿孔

３例を報告した．うち１例は女性であるが，３例とも骨

折部位は ，前頭部と ，頭頂部左側に見られることから
，

上述のような戦闘など暴力的行為による受傷である可能

性は大きい ．また ，頭蓋穿孔の施術部位について見てみ

ると ，Ｉ）骨折部と関係ない部位に行われた一例（頭蓋

１）と ，１）骨折部に対して行われた二例（頭蓋２ ，３）

を区別できる ．Ｉ）は，脳圧迫症状や頭痛などの緩和の

ために恐らく受傷後一定の時問をおいて施術されたと考

えられる ．ｎ）は，頭蓋穿孔術ないしそれに類する処

置が，骨折骨片の除去や骨折部の整復を目的として行わ

れたか，あるいは同時に受傷後遺症の緩和を目的として

行われた可能性もある ．また ，一般的にＨ）のような場
合， 頭蓋穿孔術は骨折受傷部を拡大するために ，施術前

に骨折が存在したかどうかの判断は難しい ‘］

しかし
，

該当する２例には穿孔辺縁部に明らかな骨折線の存在が

認められるので，骨折受傷部に施された頭蓋穿孔と考え

て間違いない ．また ，３例はいずれも ，穿孔縁に骨再生

反応が観察され，術後生存例である ．特に ，頭蓋１は術

後かなり長期にわたって生存した好例である

　頭蓋穿孔は世界中の多くの地域で，石器時代から ，そ

して未開杜会においては現在に至 ってもなお連綿と続い

てきた一種の外科手術である ．そして ，それは，現象的

に見れば，外傷や疾病の治療的意味をもつものから ，儀

式， 呪術，宗教的意味をもつもの，その双方の意味をも

つものまで多種多様である ．つまり ，頭蓋穿孔の目的は
，

地域により ，時期により ，さらに多分施術者や被施術者

の事情によっ ても ・一様ではないと考えられる

　著者は ，今回の事例の観察から ，頭蓋骨折発生頻度の

高いインカ時代においては，人々は頭蓋穿孔が骨折受傷

後の状態や予後の改善に有効であることを経験的に認識

していたと考え ，先に述べたＳｔｅｗａｒｔの見解を ’コ

を支持

する ．Ｍａｒｇｅｔｔｓユ１コ が引用したＦｒｅｅｍａｎの報告によると
，

１９２４年当時ペル］ チリおよびボリビアの山岳地帯では
，

骨折に対する頭蓋穿孔術が，呪医（ｍｅｄｉＣｉｎｅ　ｍａｎ）に

よっ て行われたという ．この現代アンデス山岳における

フィールド調査報告は，治療法としての頭蓋穿孔術がイ

ンカ時代から脈々と継承されてきたことを物語っている

　最後に，資料の観察を許可していただいた，ペルー国

立考古学人類学歴史学博物館に深く感謝する
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Abstract Three trepanned skulls with fractur'e traces in ancient Peru (Inca period) were 

presented, and whether the trepanations were intended to the fracture lesions or the following 

symptom was briefly discussed. The skull fractures, probably resulting from violence, was located 

in the frontal or parietal regions. In one case, the trepanations were performed in different 

regions from the fracture lesions, and in other two cases the operations were probably done at the 

correspondent regions to the lesions. The observation on these skulls suggests the possibility of 

trepanations as an intended therapeutic procedure of the skull fractures in Inca period of Peru, 

where people might frequently experienced the traumatic injuries by violence such as the fight. 
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